
 

個人情報漏えいに関するお詫びとご報告 
 

この度、当院におきまして、下記の個人情報漏えいが発生しました。 

関係する皆さまにおかれましては、多大なるご迷惑とご心配をおかけする事態になりました

ことを心よりお詫び申し上げます。 

今回の事態を重く受け止め、個人情報の管理につきましては、職員に対する教育及び指導を

徹底し、再発防止に努めてまいります。 

 

記 

 

１ 事案の概要 

令和８年８月１８日、医師が患者さんＡへ手術説明を行うために、２種類の手術説明・同

意書を作成して印刷したが、そのうちの１つの手術説明・同意書は他患者さんＢの電子カル

テが操作中の状態で印刷されたため、患者氏名・ＩＤ欄に患者さんＢの情報が印字されてし

まいました。 

  医師はそれに気付かぬまま、患者さんＡ及び家族に対して２種類の手術説明・同意書を用

いて手術説明を行い、それぞれの手術説明・同意書にサインをしてもらい、コピーを取り、

写しを患者さんＡの家族に渡してしまいました。 

  その後誤交付に気付き、直ちに患者さんＡの自宅に誤交付した手術説明・同意書の回収に

伺っており、二次流出の可能性は低いと考えられます。 

 

２ 漏えいした個人情報の内容 

手術説明・同意書に誤って印字されてしまった患者さんの氏名、ＩＤ 

 

３ 発生原因 

・電子カルテ上で同時に複数の患者さんのカルテを開いたため、患者さんＡのカルテと患者

さんＢのカルテを誤ってしまいました。 

・説明・同意書を取得する際に患者さんの氏名の確認が不十分であったため、誤交付してし

まいました。 

 

４ 再発防止策 

・電子カルテ上で同時に複数の患者さんのカルテを開いてしまう運用について、院内の委員

会等において検討し、必要に応じて運用の見直しを行います。 

・文書取り扱い時の患者さんの氏名確認を徹底します。 

 

令和８年１０月２３日 長崎労災病院 


